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 福音の自負(士師記3:12-14)
　
イエス様が終末について、このようにおっしゃいました。戦争が起き、また、国と国、民族と民族が敵対し争うようになり、各地に飢饉が起きたり、地震があったり災難に悩むようになる。さらに信者には、迫害が伴われるとおっしゃいました。まさにいま私たちは、その預言どおりの終末の時代を生かされているものです。しかし、イエス様は、このようにおっしゃいました。それが終わりではありません。勘違いしないようにと。この福音が全世界に宣べ伝えられて、それから世の終わりの日が来るとおっしゃいました。ですから、信者の私たちは、いまのこのような時代を経験しながら、改めて、だからこそ神様は、現場灯台として私たちをこの世に遣わしていらっしゃるということを確認しないといけません。また、そのように終末のあらゆる現象に振り回されないで、現場灯台であるという認識を強くしていかないといけません。そこに神様は、現場灯台としてしっかりと勝利の道を歩んでもらうために、私たちにメッセージを与えていらっしゃるわけです。その現場灯台の意識を持って神のメッセージを聞かないと、そのメッセージが力強く恵みあるものとして自分の心になかなか届かないでしょう。
特に今日、士師記を通して、終末の時代を生きる、現場灯台として遣わされている私たちに、神様がどのようなメッセージを語っていらっしゃるのか、それに耳を傾けなければいけないと思います。

先週も人の根本が変わらない限りという、それが一つのメッセージでした。それから、もうひとつ士師記の大きなメッセージが何かと言いますと、今日の聖書にもそれが記されているように、イスラエルが神様の前で悪を行うことになります。そうすると神様は、周りの国を通してイスラエルに苦難を許されます。その苦難の末に、イスラエルは我慢できず、神様に叫ぶようになります。「もうこのままではいけません。助けてください」と叫ぶときに、神様はイスラエルを助ける筋合いなどまったくないのに、士師を起こされてイスラエルを助けられます。そうすると、イスラエルに平安が戻ってきて、安泰の状態が続くようになります。そして、その士師が死んだ後、イスラエルは待っていたかのように見事に、今日の聖書にもあるように、また、神の前で悪を行うようになります。それでまた神様は、彼らに苦難を許されます。すると、苦難のゆえに彼らは、神様にまた叫び求めます。その神様に先に求めたということは、どういうことだったのでしょうか。笑うようになる、疑うしかないことですが、神様はまた、士師を起こされて、イスラエルを助けられます。それで、イスラエルはまた平安になります。それが終わると、イスラエルはまた…。これが繰り返されます。また…。このような歴史を経験したのにもかかわらず、また…。それが何十回にも渡って繰り返されるというのが士師記の歴史です。終わりのない繰り返し、悪のスパイラルにはまるような感じです。日本語でこれを堂々巡りと言うのでしょうか。

これはなにを意味するのかと言いますと、イスラエルはなぜ馬鹿のようにこのようなことをしたのでしょうか。私たちは馬鹿ではないかとついつい思うでしょうけれども、そのような資格は私たちにはありません。これはイスラエルに福音がなかったからなのです。神様が福音を与えられたのにもかかわらず、福音を福音として受け入れようとしていなかったし、その結果、福音がまったく理解できていなかったということです。つまり、福音がなければ、福音を知らないでいると、イスラエルはこの世の勢力に囚われて、そこから抜け出すことができないまま、その中をぐるぐる回るようになるしかないということなのです。どんなことがあろうが、福音がなければ、福音が理解できていないと、世の力に勝つことはできません。ましてやこの世を生かすということは言語道断なのです。教会の組織があり、いけにえをしっかり捧げていたのにもかかわらず、また、聖書のみことばが与えられていたにもかかわらず、福音がなければ、福音が分かっていなければ、この世に束縛されるようになるしかありません。繰り返されるスパイラルというのは、堂々巡りというのは、実は一歩もそこから出られない、ぐるぐる回るということでしょう。
これがメッセージです。このメッセージをひっくり返し、裏返してみますと、このように言えるでしょう。福音を与えられたこと、その福音がなにか分かるようになったこと、これはどれほど大きな神様の恵みであり、大きな祝福なのか、どれほど感謝なことなのかということなのです。いまを生きる信者、クリスチャンというのは、イスラエルが悟ることができなかった、拒否していたこの福音が与えられている者、この福音が分かっている者なのです。この福音が与えられている信者であれば、この士師記のメッセージを考えながら、胸にこのような覚悟とともに、メッセージを刻み込んでいなければなりません。

第一に、福音を与えられていること、福音が何か分かったこと、これこそ信者の最高の誇りです。誇れるものがたくさんあるでしょうけれども、信者の誇りはそこにあるわけではありません。福音を与えられていること、福音を受けたこと、そして、その福音が何か分かったこと、それが誇りです。人間の知恵と知識では悟ることができないものなのに、イスラエルはこれほど士師が立たされたにもかかわらず、繰り返し世のスパイラルの中に引き込まれていたのに、私たちにその福音が分かるようになったということは、なんと大きなすばらしい恵みなのでしょうか。ペテロが言いました。「主は生ける神の御子キリストです」と。私たちは無能な人間であり、いろいろな過去があるでしょう。今現在もいろいろな事情があるでしょう。けれども、幸いに「イエスがキリストだ」と告白するようになったのではないでしょうか。これがなかったがゆえに、士師記の繰り返しというものがあったわけです。つまり、いまの私たちには、この士師記はいらないものだし、ここに引き込まれる理由などまったくないということです。そのような存在になっているということです。福音そのものが誇りです。そうでないと、世のものに魅了され、また、未練を持つようになり、この世から抜け出すことはできません。抜け出すことができないというのは、世に負けてしまうということなのです。

福音は、いったいどんなものなのでしょうか。短い時間ですべてを語ることは無理でしょうけれども、聖書のいくつかの箇所を取り上げて、福音がなにかを改めて確認していきたいと思います。ローマ1：16-17、「私は福音を恥とは思いません」。これはギリシャ語の表現として、私は福音をとてもとても最高に誇りに思うという表現なのです。なぜなのでしょうか。「福音は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、信じるすべての人にとって、救いを得させる神の力です。なぜなら、福音のうちには神の義が啓示されていて、その義は、信仰に始まり信仰に進ませるからです。「義人は信仰によって生きる。」と書いてあるとおりです」。これが福音です。
ローマ3：23-26、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」滅びるしかないでしょう。「ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められるのです」。これが福音です。「神は、キリスト・イエスを、その血による、また信仰による、なだめの供え物として、公にお示しになりました。それは、ご自身の義を現わすためです。というのは、今までに犯されて来た罪を神の忍耐をもって見のがして来られたからです。それは、今の時にご自身の義を現わすためであり、こうして神ご自身が義であり、また、イエスを信じる者を義とお認めになるためなのです」。これが福音です。

ローマ5：8、「しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます」。これが福音です。宇宙のどこに、どの学校に行って、この福音が聞けるのでしょうか。このような法則が、救いの道があるのでしょうか。

ローマ8：1-2、「こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。なぜなら、キリスト・イエスにある、いのちの御霊の原理が、罪と死の原理から、あなたを解放したからです」。これが福音です。私たちを死と罪の原理から永遠に解放してくれるものなのです。
そして、ローマ8：15、「あなたがたは、人を再び恐怖に陥れるような、奴隷の霊を受けたのではなく、子としてくださる御霊を受けたのです。私たちは御霊によって、「アバ、父。」と呼びます」。このようになること、これが福音なのです。

もう一つ、ローマ8：39、「高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはできません」。永遠のいのちの祝福なのです。こうするから、ああするからころころ変わるようなものではありません。これが福音であり、神の愛です。この福音が与えられて、この福音が分かったこと、これこそが信者の最高の誇りです。

人それぞれ、この福音にたどり着くために、福音を与えられることのために、いろいろなきっかけがあり、いろいろなプロセスがあったと思います。ある人は、病気のためにこの福音に触れるようになった人もいるでしょう。家庭の様々な悩みや問題、人間関係の問題、ある人はいじめられたことによって、辛い経験などによって、そして、お医者さんにもどうにもできない精神的ないろいろな疾患などを患うことによって、それで福音に触れるようになったでしょう。もちろんクリスチャンホームから生まれて、恵みのうちに福音に入るようになり、福音を悟るようになったレムナントもいるでしょう。どちらにしても、それはきっかけに過ぎないものであって、一点たりともその人に傷として残ったり、暗い記憶としてその人を支配してはいけません。そのすべてがなにものにも変えることができない福音に預かるために、神様が許されたプロセスなのです。だから、そのすべてがむしろ感謝に変わることでしょう。それが福音が分かったということです。福音を与えられていること、福音を分かったことを、いくら長くお話をして、また情熱を込めて説明しても、悟れない人は悟れません。人間の知恵によるものではないからです。神様の愛と神様の定めがあり、神様の恵みでなければ悟れません。それなのに成績も悪い私たちが、良い大学も出ていない私たちが、いつもしくじるばかりの私たちなのに、なぜかこの福音だけは分かるようになりました。「主は生ける神の御子キリストです」。国も違うし、育ちの環境も違うし、教養のレベルも違うし、いろいろ違うのに、「イエスはキリストです」という同じ告白に預かるようになりました。なんと感謝でしょうか。

パウロは、この福音が分かったときに、いままで誇りに思っていた学歴やバックグラウンドや自分の若さ、実力、学歴などすべてちりあくたと言うぐらい、この福音そのものが誇りでした。福音、また福音が分かるようになったこと、これが皆さんの誇りでなければ、実は世に引き込まれるのではなくて、もうすでに世の力に負けていることです。他には方法がありません。どんなに暴れていても、世に囚われている限り、その苦しみのあまり神様に叫んだとしても、それは限界があるもので、勝利にはつながらないものなのです。福音が誇りです。

いつの時代でも同じことだと思いますが、クリスチャンの最後の最後の戦いは、結局、この世の勢力との戦いです。見事に天使のように変装をして信者を惑わし、教会の中に浸透してきて、この世のものを振り回すわけです。福音が誇りでなければ、世のものがあまりにも魅力があるものに見えるしかありません。それが士師記の原因でした。いまの私たちはそうする理由がありません。ただ福音を受けているのに、福音そのものが誇りになっていないとすれば、そこを改めないといけません。そうでないと、皆さんの意志や勉強、また、覚悟などではこの世には勝てません。なぜなら、この世は世の神というものが支配して操っているし、このサタンというものが、世の流れを作り出して動かしているところだからです。この世を取り上げてイエス様でさえ試みていたものが、サタンというものなのです。
そして、もうひとつ、福音が分かったということはもちろん感謝で誇りなのですが、この福音の価値が何か分かったときに、その価値ある福音が自分のものであり、その価値ある福音を所有しているということが信者にとって最高の自負になります。福音に対して誇りと自負を持つこと、これがクリスチャンの特権であり、現場灯台として力になるものです。パウロは、冠をかぶっている王様の前に出ます。そこで罪囚の立場で、世の中では称えられて栄光に富んだ者、王様に言いました。「王様。私が手錠をかけられていること以外は、王様だけではなくて、ここにいるすべての人が私のようになってほしいのです」。つまり、王様は、その王の冠が価値あるものと思っているでしょうけれども、私にはちりあくたなのです。それには比べ物にならない福音が私のものなのです。キリストを所有しているものなのです。その価値が分かっている以上、そのような自負を持って生きるようになります。どうして世のものに惑わされるのでしょうか。先程も申し上げましたように、パウロは、すべてをちりあくただと言いました。キリストを知る知識のすばらしさのゆえにと告白していました。
福音の価値はどのようなものなのでしょうか。ルカの福音書18章を見ますと、若い金持ちの青年がイエス様を訪ねて、「どうしたら永遠のいのちが得られるのでしょうか」と聞きます。その会話の中で最後にイエス様がおっしゃいます。「あなたの財産を売って、貧しいものに分け与えて、それから私についてきなさい」。その金持ちの若い青年が悩みながら戻っていたと書いてあります。弟子たちが、「誰が天国に入れるのでしょうか」と尋ねます。それに対して「金持ちが天国に入れるのは、ラクダが針の穴に入るより難しい。神様の恵みによってのみです」とおっしゃいました。その財産を売っぱらうことが問題ではありません。福音の価値が何か分かっているのか。お前が持っている何兆円の財産、それと比べることができるものなのか。福音とはそういうものではありません。クリスチャンなのに、教会に通っているのに、組織の一員なのに、聖書を持っているのに、福音の価値が分かっていないので、福音に対して自負を持っていません。現場でどうやって勝利できるのでしょうか。
ルカ14：26-27、弟子たちを召されるときに、いつもイエス様の決り文句ですが、「わたしのもとに来て、自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、そのうえ自分のいのちまでも憎まない者は、わたしの弟子になることができません。自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしの弟子になることはできません」とおっしゃいます。これは家族を全部捨てるという意味なのでしょうか。イエス様を信じるためには、自決をしないといけないという話なのでしょうか。家族がなにより大事なのでしょうけれども、キリストの価値、福音の価値、いのちの価値とそれとを比べることができるものなのか。そういう訴えなのです。人間にとっていちばん価値あるのは、いのちではないでしょうか。いのちがないとお金も健康も名誉も人気もなにもかもパーなのです。そのいちばん大事ないのちとキリスト、福音とを比べることができるのか。それが福音の価値なのです。福音の価値が分かったときに、福音が自負になるでしょう。世界中でこの御名のほかには、私たち人間が救われる名として、どのような名も、与えられていません。福音はオンリーの価値です。もし福音がなければ、滅びるのろいの運命からどうして助かるのでしょうか。福音がなければ罪と地獄の勢力からどうして解放されることができるのでしょうか。福音でなければ、サタンの手から自由になることはありえません。福音でなければ、どうして神を離れてさまよい続ける人間が、神様と出会い、尊いいのちが得られるのでしょうか。どうすればいいでしょうか。福音がなければ、罪が許されることなどありえません。刑務所に入って刑期を終えると、罪の問題が終わるものなのでしょうか。償うことがあれば、罪はきよめられるものなのでしょうか。罪はそういうものではありません。福音でなければ。だから、オンリーなのです。宇宙のなにものとも比べることができないこの福音のゆえに、地獄の運命に捕らわれていた私たちが、天の御国を所有するものになりました。この福音のゆえに、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであると言われるしかないものが、「アバ、父」と呼ぶことができる神の子どもに変えられます。この福音のゆえに、なにを食べるか飲むか、世のもののために生きるしかない、虚しい人生を生きるしかなかった私たちが、世の光、王である祭司として聖なる理由をもってこの短い人生を尊く生きることができたのではないでしょうか。福音でなければ、どうやってこれが可能になるのでしょうか。福音のゆえに、私たちは世の流れに従い偶像崇拝をするしかなかったし、サタンに仕えながら人生を終わるしかなかったものが、あなたがたは、わたしがやっていたことを行うことができるという者に、イエス様がなさることと同じことができるそういう者に変えられたのではないでしょうか。なにが人間、人生をこのように変えることができるのでしょうか。福祉でしょうか。教育でしょうか。芸術なのでしょうか。家族愛なのでしょうか。なにが人の人生をこのように変えることができるのでしょうか。福音のほかにはありません。オンリーなのです。
だから、パウロは、刑務所の中にいて、周りから見たときには、ものすごく悲惨な可愛そうな状況だったのにもかかわらず、この土の器のような私の中に宝のキリストがいらっしゃるので、私は滅びることなどありません。この世の中に未練などありません。欲しい物もありません。心から惹かれるものなどありませんと告白しました。もちろん趣味を持って世にあるものをエンジョイしながら味わう、楽しむ、それを否定するわけではありません。クリスチャンはより積極的にエンジョイするでしょうけれども、心から惹かれて、心から囚われるようなもの、それがなければいけないようなものは存在しません。たとえそれが家族であっても。福音の価値が分かっているので。

そして、その福音がいま自分の所有ではないでしょうか。神様の恵みによって。これが自負です。人間的に誇れるようなもの、自負できるようなものがあまりないかもしれません。気にしないでください。逆に人間的に誇れるようなもの、才能でも、社会的な地位でも、学歴でも、また自分の性格でもいろいろあった人は、クリスチャンならば、それを自負したり誇りに思ってはいけません。パウロがその代表的なケースであり、ダビデも一度も自分が王であるということを自負していません。神のしもべであること、これが自負でした。世的に、人間的に誇れるようなもの、自負できるようなものがないからといって、そういうものを手に入れ、そういうものを獲得することによって、世に名を知らしめ、また、世の中に誇りある者として立とうとする試み、チャレンジなどはもうやめてください。クリスチャンは、そういうことはいりません。クリスチャンが頑張って世に入って、世の中で成功を収めるというのは、意味が、理由が、次元がまったく違うものです。同じレベルであればサタンがイエス様に世の栄光を見せて、私に拝みなさいと言ったとき、それに拝むのと同じことになるわけです。福音が自分のものである、絶対価値、オンリーの価値の福音がいま自分の所有で、永遠に自分のものであること、それを自負してください。それで皆さんを守るようになります。信者は、福音を与えられているものなので、この世を見る目が違います。いつでも申し上げているように、この世、世にあるどんなものでも、恐れることなく羨むこともしません。問題にすることもなく、引っかかることもありません。未練を持つことも、魅力を感じてはまることなどありません。

そして、この世を野望を成し遂げる場、成功を収める場として見ること、それはクリスチャの見方ではありません。これは成功を否定するつもりではありません。ただそのような場ではありません。より良い世界を作るために、この世で頑張るわけではありません。私たちは、この世は永遠に続かないということを知っている者です。この世は、キリストのほかには希望のないところなので、この世は福音が必要な伝道の場であり、信者がこの世に存在する理由は、キリストを伝えて神の国を建てること、それ以外になにもありません。そのために教授になり、そのためにサラリーマンになり、そのために芸術家になるということです。いつの時代、どこのクリスチャンでも、生きる理由、存在の理由は、一つしかありません。それが通じ合うときに爆発的なパワーがそこから生まれるわけです。

イエス様が最後の祈りのときにおっしゃいました。ヨハネ17：18、父がイエス様をこの世に遣わしたのと同じように、わたしも彼らを世に遣わします。私たちは、この世に遣わされた、派遣されている存在であって、この世の価値を求めて世に送り出されたものではありません。
（祈り）
恵み深いて天の父なる神様。終末の現象を目の当たりにしながら、クリスチャンとして改めて世界福音化、福音宣教を確認して、現場灯台としての意味を再確認して改めるようにひとりひとりを導いてください。そして、士師記を繰り返さない、繰り返す理由のない尊い福音を所有しているものとしての誇りと自負をしっかりと持って、また回復して堂々とこの世に派遣されたものとして、この世を生かすものとして祈ることができるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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